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笠
間
高
等
学
校
東
側
の
道
を
北
へ
向
か
い
、
国
道
五
〇

号
を
越
え
て
寺
崎
集
落
内
の
道
を
左
に
進
み
、
左
前
方
に

見
え
る
深
緑
色
の
地
区
消
防
分
団
の
建
物
方
向
へ
折
れ
た

先
に
広
業
堂
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
東
側
は
同
集
落
の
共
同

墓
地
で
す
。
今
回
は
墓
地
内
の「
殿
様
の
墓
」
と
呼
ば
れ

る
墓
碑
に
絞
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

「
殿
様
」
と
は
、
今
か
ら
約
四
百
年
前
、
笠
間
氏
の
有

力
な
家
臣
で
同
集
落
の
字あ

ざ

竹
下
の
地
に
館や

か
た

を
構
え
た
と
伝

え
ら
れ
る
寺
崎
氏
で
す
。
天て

ん
し
ょ
う正
十
八
年（
一
五
九
〇
）
笠

間
城
主
笠
間
綱つ

な
い
え家
が
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
討と

う
ば
つ伐
に
絡か

ら

み
本

家
筋
の
宇
都
宮
国
綱
に
攻
め
ら
れ
、
笠
間
氏
は
滅
亡
し
ま

し
た
。
寺
崎
館
の
主あ

る
じ

寺
崎
信
元（
出で

わ
の
か
み
羽
守
）
は
、
新
た
に

水
戸
城
主
佐
竹
氏
に
仕つ

か

え
ま
し
た
。
関
ヶ
原
合
戦
後
の
慶

長
七
年（
一
六
〇
二
）佐さ

た
け竹
義よ

し
の
ぶ宣
は
羽う

ご後
久
保
田（
秋
田
市
）

へ
国
替
え
と
な
り
、
寺
崎
氏
も
秋
田
へ
移
っ
て
い
き
ま
し

た
。中

国
・
唐と

う

の
時
代
の
都
長ち

ょ
う
あ
ん安
に
倣な

ら

っ
た
平
安
京
の
街ま

ち

造づ
く

り（
都と

城じ
ょ
う

制せ
い

）
で
、
天
皇
の
住
ま
い
を
中
心
と
す
る

大だ
い
だ
い
り
内
裏
が
南
面
し
て
北ほ

く
た
ん端
中
央
に
造
営
さ
れ
た
よ
う
に
、

ほ
ぼ
四
角
に
区
画
さ
れ
た
同
墓
地
の
北き

た

の
端は

し

中
央
に
寺
崎

氏
の
墓
碑
が
墓
地
最
上
位
の
地
に
据す

え
ら
れ
、
安
見
・
滝

田・木
内
諸
家
の
墓
碑
が
東
西
両
側
に
並
び
ま
す
。「
殿
様
」

の
墓
碑
の
銘め

い

は
江
戸
時
代
の
大
名
の
墓
碑
に
見
ら
れ
な
い

珍
し
い
も
の
で
す
。
墓
碑
は
二
基
あ
り
、
当
時
の
館や

か
た
の
あ
る
じ主

と
推
定
さ
れ
る
墓
碑
は
高
さ
一
〇
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

最
大
幅
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
頭
部
左
部
分
が
損
壊

し
て
い
ま
す
。
銘
は

「
　
　
　
　
天
正
六
戊
寅
年

　
捐
舘
　
光
聚
院
爐
香
正
金
居
士
台
霊

　
　
　
　
　
三
月
　
　
　
　
　
寺
崎
出
羽
守
信
元
　
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
天
正
六
年（
一
五
七
八
）、
戊つ

ち
の
え
と
ら寅

は
同
年
の
干え

と支
で
、
墓
碑
の
主
の
没
年
に
な
り
ま
す
。

「
捐え

ん
か
ん館
」（
捐
舘
）
と
は「
館や

か
た

を
捐す

て
て
世
を
去
る
」、
則
ち

「
高こ

う
き貴
な
人
の
死
」
を
意
味
し
ま
す
。「
台だ

い
れ
い霊
」
は
下し

た

文も
じ字

と
呼
ば
れ
る
言
葉
の
一
つ
で
生
前
の
地
位
を
表
し
、
大
名

や
将
軍
に
用
い
ま
す
。「
光こ

う
じ
ゅ
い
ん

聚
院
爐ろ

こ
う香
正し

ょ
う
き
ん金
居こ

じ士
」
が
埋

葬
さ
れ
た
人
物
の
法ほ

う
み
ょ
う名（
戒か

い
み
ょ
う名
）
で
す
。
江
戸
時
代
の
大

名
の
法
名
は「
院い

ん
で
ん殿
」
や「
大だ

い

居こ

士じ

」
を
用
い
ま
す
が
、

捐
館
や
台
霊
の
文
字
は
見
か
け
ま
せ
ん
。
墓
碑
の
様
式
か

ら
、
寺
崎
信
元
が
父
親
の
法
名
光
聚
院
爐
香
正
金
居
士
の

墓
碑
を
建
立
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
信
元
の
生
没
年
は

未
確
認
で
す
が
、
文ぶ

ん
ろ
く禄
五
年（
慶
長
元
年
・
一
五
九
六
）

四
月
、
京
都
・
花
園
の
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
本
山
妙
心
寺

の
前さ

き
の

住じ
ゅ
う
じ持
南な

ん
か化
玄げ

ん
こ
う興（
一
五
三
八
～
一
六
〇
四
）よ
り「
安

名
」
の
道ど

う
ご
う号
が
信
元
に
授
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
方
の
墓
碑
は
高
さ
六
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、

頭
部
と
右
肩
部
が
損
壊
し
て
い
ま
す
。
法
名「
□
□
室

妙み
ょ
う
く
う空
大だ

い
し姉
淑し

ゅ
く
れ
い霊
」、
没
年
が「
天
正
十
三
乙き

の
と
と
り酉
年
八
月
二

十
六
日
」
と
あ
り
ま
す
。
□
□
は
墓
碑
が
損
壊
し
て
い
ま

す
。「
淑し

ゅ
く
れ
い霊
」
は「
貴
人
の
婦
人
」
の
意
で
す
の
で
、「
光

聚
院
」
の
夫
人
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

寺
崎
の
地
に
安
見
・
滝
田
・
横
倉
・
木
内
・
田
口
・
藤

井
の
六
姓
の
家
臣
が
主
君
で
あ
る
寺
崎
氏
歴
代
の
墓
を
守

る
た
め
土
着
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

岡
倉
天
心
の
考
え
に
共
鳴
し
て
日
本
美
術
院
の
創
設
に

参
加
し
、
東
京
美
術
学
校（
現
東
京
藝
術
大
学
）
教
授
・

帝
室
技
芸
員
を
務
め
た
寺
崎
広
業
は
秋
田
へ
移
っ
た
寺
崎

氏
の
子
孫
で
す
。
明
治
四
十
五
年（
一
九
一
二
）
一
月
、

木
村
信の

ぶ
よ
し義
・
武ぶ

ざ
ん山
父
子
そ
し
て
寺
崎
の
人
々
の
協
力
に
よ

り
先
祖
の
墓
碑
と
対
面
し
大
変
感
激
し
た
様
子
は
、
寺
崎

の
人
々
へ
の
広
業
の
お
礼
の
手
紙
か
ら
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

（
市
史
研
究
員
　
矢や

ぐ
ち口	

圭け
い
じ二
）

第77回

寺
崎
集
落
の
広こ

う
ぎ
ょ
う
ど
う

業
堂
東
に
あ
る
「
殿
様
の
墓
」

寺崎広業の手紙（嶌田俊一氏蔵）

「殿様の墓」と呼ばれる墓碑
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